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Information Room
　

昭
和　

年
に
第
８
回
全
国
植
樹
祭
が
谷
汲

３２

で
開
催
さ
れ
て
か
ら　

年
を
経
過
し
、
本
年

４９

再
び
、
全
国
植
樹
祭
が
下
呂
市
で
開
催
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
併
せ
て
揖
斐
川
町

谷
汲
『
天
皇
林
・
緑
地
公
園
』
を
西
濃
サ
テ

ラ
イ
ト
会
場
と
し
て
位
置
付
け
、
地
域
住
民

と
子
ど
も
の
参
画
に
よ
り
「
森
の
恵
み
」
を

未
来
に
つ
な
げ
る
た
め
、
緑
化
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。
併
せ
て
第　

回
揖
斐
水
と
緑

５６

の
祭
り
を
同
時
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
大
会
テ
ー
マ　

―
あ
り
が
と
う　

未
来
へ
つ
な
げ　

　

森
の
め
ぐ
み
―

■
キ
ー
ワ
ー
ド　
「
子
ど
も
が
主
役
・
森
の
め

ぐ
み
の
活
用
」

■
開
催
日
時　

５
月　

日
（
日
）

２１

　
　
　
　
　
　

８
時　

分
〜　

時

３０

１５

■
場
所　

揖
斐
川
町
谷
汲 
緑
地
公
園

■
主
催　

第　

回
全
国
植
樹
祭
サ
テ
ラ
イ
ト

５７

会
場
実
行
委
員
会
（
岐
阜
県
、
揖
斐
川
町
、

岐
阜
県
緑
化
推
進
委
員
会
揖
斐
支
部
）

■
催
し
も
の　

森
林
学
習
、
式
典
表
彰
、
枝

打
ち
実
演
、
子
ど
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
森
の
音

楽
会
、
環
境
活
動
発
表
会
、
苗
木
無
料
配
布

物
産
販
売
な
ど

※
会
場
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

谷
汲
振
興
事
務
所
か
ら
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　

き
れ
い
な
水
を
次
の
世
代
へ　

親
子
で
楽

し
く
参
加
し
よ
う
！　

川
を
身
近
に
感
じ
よ

う
！
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
揖
斐
川
流
域
ク
リ
ー

ン
作
戦
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

揖
斐
川
流
域
を
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
一
斉
清

掃
を
行
い
そ
の
後
、
鮎
の
放
流
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　

５
月　

日
（
日
）
小
雨
決
行

２８

　
　
　
　

７
時　

分
〜　

時　

分

３０

１０

３０

■
開
催
場
所　

★
揖
斐
川
会
場　

　

揖
斐
川
の
井
ノ
口
橋
か
ら
三
町
大
橋
ま
で

　

粕
川
の
粕
川
大
橋
か
ら
合
流
点
ま
で

　

桂
川
の
上
ミ
野
野
村
橋
か
ら
合
流
点
ま
で

★
久
瀬
会
場　

揖
斐
川
久
瀬
地
内

★
坂
内
会
場　

坂
内
振
興
事
務
所
前
・
坂
内
川

■
集
合
場
所

揖
斐
川
会
場　

い
び
が
わ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
付
近

久
瀬
会
場　

久
瀬
公
民
館（
旧
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
）

坂
内
会
場　

新
大
谷
橋
付
近

■
参
加
者
の
持
ち
物

　

作
業
の
で
き
る
服
装
・
長
靴
・
軍
手

■
参
加
申
込
み

　

郵
便
は
が
き
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
職

業
・
電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
を
明
記
の
上
、

次
の
�
揖
斐
川
流
域
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
�
係

ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

５
月　

日
（
火
）　

時　

分
か
ら
揖
斐
川
町

１６

１９

３０

中
央
公
民
館
で
参
加
者
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

●
揖
斐
川
会
場

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
び
が
わ
ミ
ズ
み
ず
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

〒
５
０
１
‐
０
６
１
９　

揖
斐
川
町
三
輪
６
７
７
‐
２
‐
２

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
２
‐
１
７
３
２　

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
２
‐
２
４
７
１

揖
斐
川
中
部
漁
業
協
同
組
合

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
２
‐
０
０
１
２

●
久
瀬
会
場

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
た
か
ら
の
や
ま
久
瀬

〒
５
０
１
‐
０
７
０
２　

揖
斐
川
町
西
津
汲
７
１
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
５
４
‐
１
０
３
３　

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
４
‐
１
０
３
４

●
坂
内
会
場

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

西
濃
学
園

〒
５
０
１
‐
０
９
０
３　

揖
斐
川
町
坂
内
坂
本
２
１
８
７
‐
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
５
３
‐
２
６
５
２

　

６
月
２
日
（
金
）
〜
４
日
（
日
）、
揖
斐
川

町
中
央
公
民
館
で
「
い
び
花
と
緑
の
祭
典
２

０
０
６
」
を
開
催
し
ま
す
。「
花
」
と
「
緑
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
サ
ツ
キ
や
山
野
草
な
ど
の

「
花
と
緑
の
展
示
会
」
を
主
に
、
花
の
相
談

コ
ー
ナ
ー
、
物
産
展
や
苗
木
無
料
配
布
な
ど

の
催
し
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
花
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
「
花

木
寄
せ
植
え
教
室
」
を
６
月
２
日
（
金
）〈
雨

天
順
延
〉
の
午
前　

時
、　

時
に
開
催
し
ま

１０

１１

す
。（
参
加
料　

１
、
５
０
０
円
）
参
加
ご
希

望
の
方
（
先
着
１
０
０
名
様
）
は
、
揖
斐
川

町
役
場
商
工
観
光
課
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
２
‐
２
１

１
１
）
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

　

県
で
は
、
都
市
住
民
が
自
然
や
歴
史
文
化

な
ど
に
触
れ
る
こ
と
で
、
農
山
村
や
農
業
に

対
す
る
理
解
を
深
め
、
農
山
村
の
良
さ
を
再

認
識
し
て
も
ら
う
た
め
、「
て
く
て
く
ろ
ー
ど

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
そ

の
一
環
と
し
て
、
今
回
揖
斐
川
町
春
日
で
揖

斐
農
林
事
務
所
主
催
に
よ
る
「
せ
ら
ぴ
ー
か

す
が
ろ
ー
ど
」（
西
美
濃
て
く
て
く
ろ
ー
ど
の

コ
ー
ス
）
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日
時　

５
月　

日（
日
）９
時
〜　

時

１４

１４

■
コ
ー
ス
名　

せ
ら
ぴ
ー
か
す
が
ろ
ー
ど

　
「
西
美
濃
て
く
て
く
ろ
ー
ど　

み
ど
り
の
さ
ん
ぽ
コ
ー
ス
掲
載
」

■
コ
ー
ス　

か
す
が
モ
リ
モ
リ
村
↓
薬
師
堂

↓
上
ヶ
流
茶
園
↓
津
島
神
社
↓
偏
光
寺
↓
か

す
が
モ
リ
モ
リ
村　

約
５
�

■
所
要
時
間　

約
２
時
間

■
受
付
時
間　

９
時
〜　

時
１１

■
参
加
方
法　

参
加
費
無
料　

予
約
不
要

■
特　
　

徴

・「
上
ヶ
流
茶
園
」
で
は
新
緑
の
山
々
と
高
地

に
広
が
る
お
茶
園
と
の
美
し
い
の
ど
か
な
風

景
が
楽
し
め
ま
す
。

・
製
茶
工
場
の
協
力
に
よ
り
お
茶
づ
く
り
の

行
程
見
学
や
、
で
き
た
て
の
お
茶
の
試
飲
が

で
き
ま
す
。

・
コ
ー
ス
途
中
の
神
社
な
ど
で
は
、
そ
の
説

明
看
板
が
設
置
さ
れ
、
春
日
地
区
の
歴
史
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
農
道
・
林
道
な
ど
の
説
明
看
板
が
設
置
さ

れ
、
農
山
村
の
生
活
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

・
完
歩
者
に
は
、
先
着
で
参
加
賞
を
配
布
し

ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】
揖
斐
農
林
事
務
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
３
‐
１
１
１
１
（
内
線
４
１
１
・
４
１
２
）

「
い
び
花
と
緑
の
祭
典
２
０
０
６
」開
催

「
い
び
花
と
緑
の
祭
典
２
０
０
６
」開
催

「
西
美
濃
て
く
て
く
ろ
ー
ど
」

「
西
美
濃
て
く
て
く
ろ
ー
ど
」

第

回
全
国
植
樹
祭
西
濃
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場

第　

回
全
国
植
樹
祭
西
濃
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場

５７５７
緑
化
イ
ベ
ン
ト
開
催
案
内

緑
化
イ
ベ
ン
ト
開
催
案
内

ミ
ズ
み
ず
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
６

ミ
ズ
み
ず
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
６

揖
斐
川
流
域
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
参
加
者
募
集

揖
斐
川
流
域
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
参
加
者
募
集
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若葉かおる季節とともに揖斐祭りが５月４日・５日に三輪神社で開催されます。 
また本年で３回目を迎える「揖斐子供歌舞伎特別披露」は、５月３日揖斐川町中央公民館で開催されます。
入場は無料。ぜひ一度ご覧ください。 

　６月１０日（土）に揖斐川健康広場において、「ＮＨＫ健康フェア～食育と健康のつどい～」の収録が行
われます。この番組は、「自分の健康状態は自ら把握し、未然に病気から体を守る」という自助努力意識
の高揚を図ることを目的に、厚生労働省・日本医師会などの後援を受け、昭和６１年から実施しています。 
　また平成１７年度からは、農林水産省などの協力を得て、食育推進の一環として“食と健康”に焦点をあて
たコーナーを実施しています。 

「揖斐子供歌舞伎特別披露」 
演目　「鎌倉三代記　三浦別れの段」 
５月３日　午後１時３０分・午後７時開演 

「揖斐祭り」 
５月４日　午後１時３０分・４時・７時３０分上演 
　　５日　午後２時・４時・７時３０分上演 

　５月３日（水・祝）に「第１４回飛騨・美濃歌舞伎大会いびがわ２００６」が久瀬公正公民館・揖斐川町中央公民館の 
２会場で開催されます。 

〈5月3日の日程〉 

10：00　　開幕　久瀬公正公民館 
10：10　　開会式 

10：30　　一谷嫩軍記熊谷陣屋の段（乙原歌舞伎保存会） 
13：00　　揖斐子供歌舞伎練り込み　揖斐川町中央公民館 

13：30　　鎌倉三代記三浦別れの段（揖斐子供歌舞伎） 
15：30　　閉幕 
18：30　   記念講演「岐阜の地芝居と子供歌舞伎」　南山大学教授　安田　文吉先生 

たに ふたば ぐん き くま がい じん や だん いちの 

くら さん だい き み うら わか だん かま 

その他、垂井曳　保存会による
映像参加、講演などを予定して
おります。 
皆さんの多数のご来場をお待ち
しております。 

【収録当日の主なイベント】 

「名医からのメッセージ」 
　健康に対し、より一層の関心を深めていただくために、わが国医療
の第一線で活躍している医師や学者の方に、日常生活に密着した角度
から、予防医学・健康生活術などをわかりやすくお話ししていただきます。 
「あなたが主役　ふるさとの味」 
　健康食としての日本食をあらためて見直し、地域の食材や食文化を
啓発することを目的として、地域の食育に係わる活動や、地元の食材
を使った伝統料理を、料理研究家のトークを交えて紹介します。 
「ミニトーク＆ライブ」 
「なんでだろ～？」でおなじみの人気コンビ、テツandトモによるミニ
ライブ。テレビでは見られない旬のコントや“食育ソング”を披露します。 
「各種パネル展示など」 

人気コンビ 
テツａｎｄトモ 
による 
ミニライブ 

司会 
ＮＨＫ宮川 
アナウンサー 

お問合せ先 
揖斐川町役場 総務部 企画課 
22－2111（内線140、141） 

 

 

皆さんのご参加をおまちしています。 

Information Room


